
 

 

福岡県教員育成指標の改訂について 

 

１ 改訂の背景 

 
上記のとおり、改正後の教育公務員特例法に基づき、令和４年８月３１日付で文部科学

大臣から「公立の小学校等の校長及び教員としての資質の向上に関する指標の策定に関す

る指針」の改正が告示され、同指針に基づくガイドラインが新たに策定された。 

これを受け、下記２の各指標（平成３０年策定）を改訂する。 

 

２ 改訂する指標（種類については現行と同様） 

・資料１、２：市町村立学校教員及び校長についての指標（所管 義務教育課） 

・資料３、４：県立学校教員及び校長についての指標（所管 高校教育課・特別支援教育課） 

・資料５：市町村立学校及び県立学校養護教諭についての指標（所管 体育スポーツ健康課） 

・資料６：市町村立学校及び県立学校栄養教諭についての指標（所管 体育スポーツ健康課） 

 

３ 指標改訂の考え方 

（１）教員 

改正後の指針において、教師に共通的に求められる資質能力として示された以下の５

つの柱に基づき、指標の資質能力部分（縦軸）を再構成する。 

①教職に必要な素養  ②学習指導  ③生徒指導 

④特別な配慮や支援を必要とする子供への対応【新規】 

⑤ＩＣＴや情報・教育データの利活用【新規】 

 

（２）校長 

これからの時代に必要な「アセスメント能力」（様々なデータや学校が置かれた内外環

境に関する情報について収集・整理・分析し共有する）や「ファシリテーション能力」（学

校内外の関係者の相互作用により学校の教育力を最大化する）を加えて再構成する。 

 

４ 今後の予定 

・教員育成指標を踏まえ「教員研修計画」を策定（令和５年２月頃） 

・研修記録の作成については、国が開発する研修受講履歴記録システムを導入（令和６年度から） 
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育成指標における資質能力について（新旧対照）                         

育成指標の資質能力について、指針で示された５つの柱に基づき、以下のように再構成した。 

      【現行版】                  【改訂版】 

                   

新
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市町村（学校組合）立学校教員育成指標（改訂版）
養成 基礎・向上 充実・深化 発展② 発展③

主幹教諭・指導教諭 副校長・教頭
志・基盤 基礎・基本 主体性・専門性 経営参画、指導・助言 校務運営、補佐・管理

（後期）

教育公務員に求められ
る基礎的な能力
    (法令遵守)

教職の意義や法令遵守の重要性を理解
できる。

学校運営に係る指導意識を高め、法令遵守の重要
性を教職員に指導できる。

学校運営に係る管理意識を高め、法令遵守の重要
性を教職員に指導し、適切に教職員を管理でき
る。

教育公務員に求められ
る基礎的な能力
    (事務処理)

学校事務の内容について理解できる。
学級事務の正確・丁寧な処理ができ
る。

学級・学年事務の正確・丁寧で効率的
な処理ができる。

学校事務の全般的な処理ができ、自らの役割に応
じて教職員の事務について点検し、円滑な組織運
営ができる。

経営の重点を踏まえて、教職員の役割や能力に応
じて事務等を分担し、教職員の事務について指
導・助言ができる。

危機管理
危機管理についての知識や重要性及び
危機を察知した際の組織的な行動の大
切さを理解できる。

事故や災害等に普段から備え、安全に
配慮した教室環境等の整備と、危機を
察知した際の迅速な対応ができる。

危機を予測し未然に防止する取組と、
危機の早期発見・早期対応を組織的に
行うことができる。

学校全体の状況や傾向をデータ等で把握し、危機
管理の観点から教職員に指導・助言ができる。

危機の未然防止のための学校環境の抜本的改善及
び様々な場面に対応した危機管理体制を整えるこ
とができる。

自他の人権を尊重する
意識・意欲・態度

人権問題を自分自身の課題としてとら
え、人権尊重の精神に基づき、人権に
配慮した行動をとることの重要性を理
解できる。

人権問題を自分自身の課題としてとら
え、人権や人権擁護に関する基本的な
知識を学び、その内容と意義について
の理解と認識を深めるとともに、人権
がもつ価値や重要性を共感的に受けと
めるような感性や感覚を身に付け、そ
れに基づく教育活動を行うことができ
る。

人権問題を自分自身の課題としてとら
え、人権や人権擁護に関する知識を主
体的に学び、その内容と意義について
の理解と認識を十分に深めるととも
に、人権がもつ価値や重要性を共感的
に受けとめるような感性や感覚を高
め、それに基づく教育活動を積極的に
行うことができる。

人権問題を自分自身の課題としてとらえ、人権や
人権擁護に関する知識を主体的に学び、その内容
と意義についての理解と認識を十分に深めるとと
もに、人権がもつ価値や重要性を共感的に受けと
めるような感性や感覚に基づき、教職員に指導・
助言ができる。

人権問題を自分自身の課題としてとらえ、人権や
人権擁護に関する知識を主体的に学び、その内容
と意義についての理解と認識を十分に深めるとと
もに、人権がもつ価値や重要性を共感的に受けと
めるような感性や感覚に基づき、全校的視座に
立って教職員に指導・助言ができる。

授業構想
学習指導要領の理念と内容を理解する
とともに、授業のイメージをもつこと
ができる。

学習指導要領の理念と内容に基づき、
教科書の内容に応じた指導計画を立案
できる。

学習指導要領の理念と内容及び自校の
教育課程の編成方針に基づいた指導計
画を立案できる。

学習指導要領の理念と内容及び自校の教育課程の
編成方針に基づいた指導計画を立案し、教職員に
指導・助言ができる。

「社会に開かれた教育課程」の理念の下、自校や
地域の特色に応じた教育課程を編成できる。

授業展開
授業展開の基盤となる教育技術を理解
できる。

各教科等の専門的知識と基礎的・基本
的な指導技術を身に付けた授業展開が
できる。

児童生徒の心身の発達や学習過程に関
する理解に基づき、学習者中心の授業
を柔軟に展開できる。

児童生徒の実態に応じた授業展開を、組織的かつ
計画的に教育課程を編成・実施するとともに、指
導・助言ができる。

重点目標を具現化するために、カリキュラム・マ
ネジメント及び授業展開について指導・助言がで
きる。

授業評価と改善
学習評価の意義と方法について理解で
きる。

児童生徒一人一人の学習状況を把握
し、適切な指導と評価ができる。

適切な授業評価に基づく授業改善を主
体的に行うことができる。

適切な授業評価と授業改善を組織的・計画的に実
践するためのカリキュラム・マネジメントができ
る。

授業改善の取組の評価と指導計画の改善を適切に
行い、教育課程を管理することができる。

児童生徒理解
児童生徒理解と指導の意義・重要性を
理解できる。

学級の児童生徒を取り巻く環境や発達
の状況を理解し、児童生徒一人一人と
信頼関係を構築しながら支援すること
ができる。

学年の児童生徒を取り巻く環境や発達
の状況を理解し、児童生徒一人一人を
主体的・組織的に支援することができ
る。

児童生徒を取り巻く環境や発達の状況を多面的に
理解し、児童生徒の理解の方法や内容について教
職員に指導・助言ができる。

児童生徒を取り巻く環境や、社会的背景、発達の
状況等を踏まえた児童生徒理解を促進できる。

指導・支援
個や集団に対する指導の基盤となる指
導技術を理解できる。

個々の悩みや思いを共感的に受け止め
るとともに、保護者や校内組織と連携
して、個に応じた指導や集団指導がで
きる。

良さや可能性を伸ばす姿勢で支援する
とともに、関係機関等と連携した学年
全体の指導ができる。

関係機関等と連携した学校全体の指導について、
具体的なコーディネートができる。

関係機関等と連携する体制の整備と連携の推進が
できる。

特別な配慮を必要とする児童生徒の特
性や支援の意義を理解できる。

個別の指導計画等に基づき、児童生徒
の特性や実情を踏まえた個に応じた学
習上・生活上の指導及び支援ができ
る。

組織的な連携のもと、個別の指導計画
等の改善・充実を図りつつ、個に応じ
た適切な指導及び必要な支援の工夫が
できる。

関係機関等と連携した校内組織運営を行い、児童
生徒の教育的ニーズに応じた指導・助言ができ
る。

関係機関等との連携を確立・強化し、組織的な児
童生徒の理解及び個に応じた指導・支援を推進で
きる。

授業や校務へのICT活用に必要な操作方
法及び情報活用能力（情報モラルを含
む）育成の意義や効果を理解できる。

ICT活用や教育データ活用に関する基礎
的・基本的な技術を身に付け、授業展
開や校務に生かすとともに、児童生徒
の情報活用能力を育成できる。

主体的にICTを活用し、授業を改善した
り教育データを整理・分析したりでき
るとともに、児童生徒の情報活用能力
を計画的に育成できる。

情報活用能力育成のためのカリキュラムマネジメ
ントやICT、情報・教育データ等の管理を組織的
に推進できる。

ICT、情報・教育データ等を組織的に管理し、ICT
活用の推進体制を整備することができる。

人権問題を自分自身の課題としてとらえ、人権や
人権擁護に関する知識を主体的に学び、その内容
と意義についての理解と認識を十分に深めるとと
もに、人権がもつ価値や重要性を共感的に受けと
めるような感性や感覚を高め、それに基づく自ら
の実践を展開し、同僚性を発揮することができ
る。

これまでに身に付けたICT活用指導能力に基づ
き、授業実践や情報活用能力育成について指導・
助言ができる。

学校事務の全般的な処理ができ、自らの役割に応
じて教員の事務について指導性を発揮できる。

保護者、地域、接続校、関係機関との連携・協働
のネットワークを確立できる。

自己啓発・人材育成
研修や自己啓発により、教員としての
資質を高めることの重要性を理解でき
る。

自己の役割を自覚し、教育活動に関わ
るとともに、研修等を通して教育に関
する基礎・基本を身に付けるために学
び続けることができる。

自己の役割を自覚し、主体的に教育活
動や、校内研修等の運営に関わること
ができる。

自己の役割を自覚し、校内研修等で自己の経験や
学びを生かして指導性を発揮することができる。 自己の役割を自覚し、教育課程の機能化に向け

て、自らも学び続けようとする姿を示しながら、
教職員に指導・助言ができる。

ボランティア活動等を通じて、保護者
や地域等を含めた他者との協力や関わ
りの重要性を理解できる。

保護者や地域と積極的に関わり、連
携・協働を通じて課題解決に向けて対
応することができる。

保護者、地域、接続校、関係機関と積
極的に関わり、課題解決に向けて連
携・協働した対応を主体的に行うこと
ができる。

保護者、地域、接続校、関係機関と経験を生かし
て積極的に関わり、課題解決に向けて連携・協働
した対応を主体的に行うことができる。

適切な授業評価と授業改善を組織的に実践するた
めに指導性を発揮することができる。

児童生徒を取り巻く環境や発達の状況を多面的に
理解し、学校全体での支援を主導することができ
る。

学校組織や校務分掌とともに、学級担
任の役割と職務内容を理解できる。

学校の教育目標・重点目標、学級経営
及び教科経営の方針を理解し、実践で
きる。

学校組織マネジメントの意義を理解
し、組織運営や教科経営に主体的に参
画することができる。

学校運営の持続的な改善に向け、組織運営や教科
経営に専門性を発揮し、参画することができる。

学校運営の持続的な改善に向け、プランの構築と
具現化を主導し、教員に取組モデルを示すことが
できる。

教育公務員の使命と
責任
  (使命感と熱意)

教育公務員の崇高な使命を理解し、志
を立てることができる。

教育公務員としての自覚をもち、組織
の一員として円滑なコミュニケーショ
ンを取りながら行動し、良好な人間関
係を構築できる。

豊かな人間性をもち、教育公務員とし
ての自覚を深め、自らの専門性を磨
き、分掌主任・学年主任等として同僚
へ効果的に助言できる。

ベテランの教育公務員としての自覚を深め、自ら
の専門性を生かし、同僚と協働して学校運営に関
わることができる。

教育公務員のモデルとしての自覚を深め、自らの
高度な実践に基づき、同僚に指導・助言ができ
る。

自分らしい生き方の指導を行うとともに、関係機
関等と連携した学校全体の指導について、指導性
を発揮できる。

学校組織の
理解と参画

主幹教諭・指導教諭として、教育や組織運営に関
する専門的な資質・能力を身に付け、学校経営に
参画するとともに、教職員に指導・助言を行う。

副校長・教頭として、校務運営に関する総合的な
知見や資質・能力を発揮して、校長を補佐すると
ともに、教職員を適切に管理し、指導・助言を行
う。

エキスパート教員として、磨かれた経験知をもとに、専門的で高度な実践を教育活動全般で展開し、指導性を発揮する。

　

 

      資質・能力

発展①
教諭

高度性・指導性

教員として、教育に対する志を高め、
求められる資質・能力の基盤を形成す
る。

若年教員として、教育に関する基礎
的・基本的な資質・能力を形成する。

中堅教員として、主体的に組織運営に
関わるとともに、教育に関する専門性
を高める。

（前期）
ベテラン教員として、組織運営を活性化するとともに、
教育に関する経験や学びを生かし、優れた実践を展
開し、同僚性を発揮する。

保護者、地域、接続校、関係機関との連携・協働
を推進する計画的な関わりをコーディネートでき
る。

児童生徒や教員の生命・心身の安全のために、学
校全体を見通し、組織的で具体的な対応を主導
し、助言ができる。

教育、学校及び教職の意義や社会的役割・服務に係る理解を深め、法令を遵守し、責任をもって自らの職責を果たすことができ
る。

教
職
と
し
て
の
素
養

保護者・地域との
連携・協働

ICTや情報・
教育データの利活用

教育公務員のリーダーとしての自覚を深め、教職
員に指導・助言ができ、組織内の良好な人間関係
が構築されるように働きかけることができる。

教育公務員としての崇高な使命と責任について、
全校的視座に立って教職員に指導・助言ができ
る。

保護者、地域、接続校、関係機関との信頼関係を
もとに、課題解決に向けて連携・協働した対応を
主導することができる。

主体的に関係機関等との連携や校内での連絡調整
を図るなど、学校全体での指導及び支援を主導す
ることができる。

学
習
指
導

生
徒
指
導

特別な配慮や支援を
必要とする子供への対応

自己の役割を自覚し、校務分掌組織の機能化に向
けて、教職員の管理及び指導・助言を行うととも
に、職能成長に向けたマネジメントができる。エキスパート教員としての役割を自覚し、校内研

修等で示範的な働きかけができる。

校務運営についてのビジョンの策定及びプランを
構築し、学校の組織力向上に向けて、校長を補佐
することができる。

学校運営の持続的な改善を支えるために、連携・
協働を大切にした組織運営や教科経営を積極的に
推進し、重点目標の具現化に向けて、学校運営に
参画することができる。

学習指導要領の理念と内容及び自校の教育課程の
編成方針に基づいた指導計画の立案について、指
導性を発揮することができる。

児童生徒の興味・関心を引き出す教材研究や他の
教員と協働した授業を実践することができる。

ステージ
職

キーワード

資料１
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市町村（学校組合）立学校長指標（改訂版）

教育公務員に求められる基礎的
な能力(法令遵守)

不祥事防止に係る管理的意識を高め、自らも常に法令を遵守
し、教職員の模範となるとともに、法令遵守の大切さを学校
の実態に応じたデータを活用し、教職員全体に指導できる。

教育公務員に求められる基礎的
な能力(事務処理)

教職員の能力やキャリアに応じて事務等を分担し、円滑な学
校事務体制を築くことができる。

教育公務員の使命と責任(使命感
と熱意)

教育公務員としての崇高な使命について、模範的な姿勢を示
し、教職員を指導することができる。

コミュニケーション
豊かな人間性をもち、教職員との十分なコミュニケーション
を取り、適切な指導・助言を行い、教職員の勤務意欲を高め
ることができる。

関係機関との連携
保護者、地域、接続校、関係機関との連携・協働体制を構築
し、学校組織や教職員集団としての力を最大化することがで
きる。

危機管理
事件・事故、防災等に対する危機管理マニュアルを作成、周
知し、様々な場面に対応できる危機管理体制を整えることが
できる。

自他の人権を尊重する意識・意
欲・態度

人権問題を自分自身の課題としてとらえ、人権や人権擁護に
関する知識を主体的に学び、その内容と意義についての理解
と認識を十分に深めるとともに、人権がもつ価値や重要性を
共感的に受けとめるような感性や感覚に基づき、教職員全体
を指導することができる。

学校経営方針
学校の強みや弱みを分析し、具体的な学校経営の目標と方針
を明示して教職員へ周知徹底するとともに、教職員の意欲を
高め、カリキュラム・マネジメントを推進できる。

リーダーシップ
副校長、教頭、主幹教諭等それぞれの役割を明確にし、良さ
や可能性を伸ばす姿勢で適切な指導・育成を行い、校長とし
てのリーダーシップを発揮できる。

学校運営
職能に応じた職員配置を行い、学校の各種活動を効果的・効
率的に進め、教育委員会、保護者、地域、関係機関等と連携
して、重点目標の達成に努めることができる。

運営環境の整備
特色ある学校づくりや開かれた学校づくりに向け、計画的・
効果的な教育活動の推進やICTの活用による校務処理の効率
化を通して、教育活動の質の向上を図ることができる。

教育活動の展開と検証
限られた時間や資源を効率的に活用し、教育指導計画を整備
し、全ての教職員が一体となって教育活動を展開し、その成
果についてデータに基づいた検証ができる。

教職員の資質・能力向上

年間指導計画の下、教職員が資質・能力の向上に向けた研鑽
を積み、常に学び続けようとする姿勢を育むため、研修履歴
記録を活用した対話による研修の受講奨励を適切に行うこと
ができる。

校務運営組織の整備
校務分掌、各種委員会等の校務運営組織を整備し、ミドル
リーダー等の育成を通して、分掌間の協力体制を整えること
ができる。

魅力ある学校づくり
子供、保護者、地域の願いを実現する学校づくりに努めると
ともに、外部関係機関との連携を図って、人権が尊重された
信頼される学校づくりを推進することができる。

児童生徒の理解
いじめ等の事案や特別な配慮や支援を必要とする児童生徒へ
の対応に関して、常に正確な情報収集に努め、組織的に、迅
速かつ適切に対応することができる。

環境整備
施設・設備の管理を適切に行い、教育委員会等と連携して教
育活動が効率的かつ円滑に推進されるための校務等の環境を
整えることができる。

人事

教職員一人一人の個性・特徴やキャリアステージを的確に把
握し、面談等に基づいた適切な人事評価及び校内人事を行う
ことによって、教職員の資質向上と学校の活性化を図ること
ができる。

校内研修

学校の課題に即して、「主体的・対話的で深い学び」の実現
に向けた授業改善の推進を図ったり、教職員の危機管理と不
祥事防止に向けた意識を高めたりする校内研修を実施するこ
とができる。

服務管理

関係法令に基づき服務規律を確保するとともに、勤務時間、
職場環境の管理・把握に努め、メンタル不調やハラスメント
等の防止、多忙化解消に向けて、適切に対応することができ
る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　ステージ

　　　資質・能力

学校経営

学校管理

教職員の管理・指導

教職としての素養

校長

学校を円滑に経営するため、様々なデータ等を収集・分析
し、学校の教育活動を最大化して、自校の学校教育の充実と
本県学校教育を支える人材育成に資する。

資料２
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県立学校教員育成指標(改訂版）
養成 基礎・向上 充実・深化 発展② 発展③

主幹教諭・指導教諭 副校長・教頭

志・基盤 基礎・基本 主体性・専門性 経営参画、指導・助言 校務運営、補佐・管理

（後期）

教育公務員に求めら
れる基礎的な能力
   (法令遵守)

教職の意義や法令遵守の重要性
を理解できる。

学校運営に係る指導意識を高め、法令遵
守の重要性を教職員に指導できる。

学校運営に係る管理意識を高め、法令遵
守の重要性を教職員に指導し、適切に教
職員を管理できる。

教育公務員に求めら
れる基礎的な能力
   (事務処理)

学校事務の内容について理解で
きる。

学級事務の正確・丁寧な処理ができ
る。

学級・学年事務の正確・丁寧で効率
的な処理ができる。

学校事務の全般的な処理ができ、自らの
役割に応じて教職員の事務について点検
し、円滑な組織運営ができる。

経営の重点を踏まえて、教職員の役割や
能力に応じて事務等を分担し、教職員の
事務について指導・助言ができる。

危機管理

危機管理についての知識や重要
性及び危機を察知した際の組織
的な行動の大切さを理解でき
る。

事故や災害等に普段から備え、安全
に配慮した教室環境等の整備と、危
機を察知した際の迅速な対応ができ
る。

危機を予測し未然に防止する取組
と、危機の早期発見・早期対応を組
織的に行うことができる。

学校全体の状況や傾向をデータ等で把握
し、危機管理の観点から教職員に指導・
助言ができる。

危機の未然防止のための学校環境の抜本
的改善及び様々な場面に対応した危機管
理体制を整えることができる。

自他の人権を尊重す
る意識・意欲・態度

人権問題を自分自身の課題とし
てとらえ、人権尊重の精神に基
づき、人権に配慮した行動をと
ることの重要性を理解できる。

人権問題を自分自身の課題としてと
らえ、人権や人権擁護に関する基本
的な知識を学び、その内容と意義に
ついての理解と認識を深めるととも
に、人権がもつ価値や重要性を共感
的に受けとめるような感性や感覚を
身に付け、それに基づく教育活動を
行うことができる。

人権問題を自分自身の課題としてと
らえ、人権や人権擁護に関する知識
を主体的に学び、その内容と意義に
ついての理解と認識を十分に深める
とともに、人権がもつ価値や重要性
を共感的に受けとめるような感性や
感覚を高め、それに基づく教育活動
を積極的に行うことができる。

人権問題を自分自身の課題としてとら
え、人権や人権擁護に関する知識を主体
的に学び、その内容と意義についての理
解と認識を十分に深めるとともに、人権
がもつ価値や重要性を共感的に受けとめ
るような感性や感覚に基づき、教職員に
指導・助言ができる。

人権問題を自分自身の課題としてとら
え、人権や人権擁護に関する知識を主体
的に学び、その内容と意義についての理
解と認識を十分に深めるとともに、人権
がもつ価値や重要性を共感的に受けとめ
るような感性や感覚に基づき、全校的視
座に立って教職員に指導・助言ができ
る。

授業構想
学習指導要領の理念と内容を理
解するとともに、授業のイメー
ジをもつことができる。

学習指導要領の理念と内容に基づ
き、教科書の内容に応じた指導計画
を立案できる。

学習指導要領の理念と内容及び自校
の教育課程の編成方針に基づいた指
導計画を立案できる。

学習指導要領の理念と内容及び自校の教
育課程の編成方針に基づいた指導計画を
立案し、教職員に指導・助言ができる。

「社会に開かれた教育課程」の理念の
下、自校や地域の特色に応じた教育課程
を編成できる。

授業展開
授業展開の基盤となる教育技術
を理解できる。

各教科等の専門的知識と基礎的・基
本的な指導技術を身に付けた授業展
開ができる。

児童生徒の心身の発達や学習過程に
関する理解に基づき、学習者中心の
授業を柔軟に展開できる。

児童生徒の実態に応じた授業展開を、組
織的かつ計画的に教育課程を編成・実施
するとともに、指導・助言ができる。

重点目標を具現化するために、カリキュ
ラム・マネジメント及び授業展開につい
て指導・助言ができる。

授業評価と改善
学習評価の意義と方法について
理解できる。

児童生徒一人一人の学習状況を把握
し、適切な指導と評価ができる。

適切な授業評価に基づく授業改善を
主体的に行うことができる。

適切な授業評価と授業改善を組織的・計
画的に実践するためのカリキュラム・マ
ネジメントができる。

授業改善の取組の評価と指導計画の改善
を適切に行い、教育課程を管理すること
ができる。

児童生徒理解
児童生徒理解と指導の意義・重
要性を理解できる。

学級の児童生徒を取り巻く環境や発
達の状況を理解し、児童生徒一人一
人と信頼関係を構築しながら支援す
ることができる。

学年の児童生徒を取り巻く環境や発
達の状況を理解し、児童生徒一人一
人を主体的・組織的に支援すること
ができる。

児童生徒を取り巻く環境や発達の状況を
多面的に理解し、児童生徒の理解の方法
や内容について教職員に指導・助言がで
きる。

児童生徒を取り巻く環境や、社会的背
景、発達の状況等を踏まえた児童生徒理
解を促進できる。

指導・支援
個や集団に対する指導の基盤と
なる指導技術を理解できる。

個々の悩みや思いを共感的に受け止
めるとともに、保護者や校内組織と
連携して、個に応じた指導や集団指
導ができる。

良さや可能性を伸ばす姿勢で支援す
るとともに、関係機関等と連携した
学年全体の指導ができる。

関係機関等と連携した学校全体の指導に
ついて、具体的なコーディネートができ
る。

関係機関等と連携する体制の整備と連携
の推進ができる。

特別な配慮を必要とする児童生
徒の特性や支援の意義を理解で
きる。

個別の指導計画等に基づき、児童生
徒の特性や実情を踏まえた個に応じ
た学習上・生活上の指導及び支援が
できる。

組織的な連携のもと、個別の指導計
画等の改善・充実を図りつつ、個に
応じた適切な指導及び必要な支援の
工夫ができる。

関係機関等と連携した校内組織運営を行
い、児童生徒の教育的ニーズに応じた指
導・助言ができる。

関係機関等との連携を確立・強化し、組
織的な児童生徒の理解及び個に応じた指
導・支援を推進できる。

授業や校務へのICT活用に必要な
操作方法及び情報活用能力（情
報モラルを含む）育成の意義や
効果を理解できる。

ICT活用や教育データ活用に関する
基礎的・基本的な技術を身に付け、
授業展開や校務に生かすとともに、
児童生徒の情報活用能力を育成でき
る。

主体的にICTを活用し、授業を改善
したり教育データを整理・分析した
りできるとともに、児童生徒の情報
活用能力を計画的に育成できる。

情報活用能力育成のためのカリキュラム
マネジメントやICT、情報・教育データ
等の管理を組織的に推進できる。

ICT、情報・教育データ等を組織的に管
理し、ICT活用の推進体制を整備するこ
とができる。

教
職
と
し
て
の
素
養

保護者・地域との
連携・協働

ICTや情報・
教育データの利活用

教育公務員のリーダーとしての自覚を深
め、教職員に指導・助言ができ、組織内
の良好な人間関係が構築されるように働
きかけることができる。

教育公務員としての崇高な使命と責任に
ついて、全校的視座に立って教職員に指
導・助言ができる。

保護者、地域、接続校、関係機関との信頼関係をも
とに、課題解決に向けて連携・協働した対応を主導
することができる。

主体的に関係機関等との連携や校内での連絡調整を
図るなど、学校全体での指導及び支援を主導するこ
とができる。

学
習
指
導

生
徒
指
導

特別な配慮や支援を
必要とする子供への対応

自己の役割を自覚し、校務分掌組織の機
能化に向けて、教職員の管理及び指導・
助言を行うとともに、職能成長に向けた
マネジメントができる。

エキスパート教員としての役割を自覚し、校内研修
等で示範的な働きかけができる。

校務運営についてのビジョンの策定及び
プランを構築し、学校の組織力向上に向
けて、校長を補佐することができる。

学校運営の持続的な改善を支えるため
に、連携・協働を大切にした組織運営や
教科経営を積極的に推進し、重点目標の
具現化に向けて、学校運営に参画するこ
とができる。

学習指導要領の理念と内容及び自校の教育課程の編
成方針に基づいた指導計画の立案について、指導性
を発揮することができる。

児童生徒の興味・関心を引き出す教材研究や他の教
員と協働した授業を実践することができる。

自分らしい生き方の指導を行うとともに、関係機関
等と連携した学校全体の指導について、指導性を発
揮できる。

学校組織の
理解と参画

主幹教諭・指導教諭として、教育や組織運営
に関する専門的な資質・能力を身に付け、学
校経営に参画するとともに、教職員に指導・
助言を行う。

副校長・教頭として、校務運営に関する総合
的な知見や資質・能力を発揮して、校長を補
佐するとともに、教職員を適切に管理し、指
導・助言を行う。

エキスパート教員として、磨かれた経験知をもとに、専門的で高度な実践を教育活動全般で展開し、指導性を発揮する。

　

 

       資質・能力

発展①

教諭

高度性・指導性

教員として、教育に対する志を高
め、求められる資質・能力の基盤を
形成する。

若年教員として、教育に関する基礎
的・基本的な資質・能力を形成する。

中堅教員として、主体的に組織運営に
関わるとともに、教育に関する専門性
を高める。

（前期）
ベテラン教員として、組織運営を活性化するとともに、教育に
関する経験や学びを生かし、優れた実践を展開し、同僚性を
発揮する。

保護者、地域、接続校、関係機関との連
携・協働を推進する計画的な関わりを
コーディネートできる。

児童生徒や教員の生命・心身の安全のために、学校
全体を見通し、組織的で具体的な対応を主導し、助
言ができる。

教育、学校及び教職の意義や社会的役割・服務に係る理解を深め、法令を遵守し、責任をもって自らの職責を果たすことがで
きる。

教育公務員の使命と
責任
  (使命感と熱意)

教育公務員の崇高な使命を理解
し、志を立てることができる。

教育公務員としての自覚をもち、組
織の一員として円滑なコミュニケー
ションを取りながら行動し、良好な
人間関係を構築できる。

豊かな人間性をもち、教育公務員と
しての自覚を深め、自らの専門性を
磨き、分掌主任・学年主任等として
同僚へ効果的に助言できる。

ベテランの教育公務員としての自覚を深め、自らの
専門性を生かし、同僚と協働して学校運営に関わる
ことができる。

教育公務員のモデルとしての自覚を深め、自らの高
度な実践に基づき、同僚に指導・助言ができる。

学校組織や校務分掌とともに、
学級担任の役割と職務内容を理
解できる。

学校の教育目標・重点目標、学級経
営及び教科経営の方針を理解し、実
践できる。

学校組織マネジメントの意義を理解
し、組織運営や教科経営に主体的に
参画することができる。

学校運営の持続的な改善に向け、組織運営や教科経
営に専門性を発揮し、参画することができる。

学校運営の持続的な改善に向け、プランの構築と具
現化を主導し、教員に取組モデルを示すことができ
る。

人権問題を自分自身の課題としてとらえ、人権や人
権擁護に関する知識を主体的に学び、その内容と意
義についての理解と認識を十分に深めるとともに、
人権がもつ価値や重要性を共感的に受けとめるよう
な感性や感覚を高め、それに基づく自らの実践を展
開し、同僚性を発揮することができる。

これまでに身に付けたICT活用指導能力に基づき、
授業実践や情報活用能力育成について指導・助言が
できる。

学校事務の全般的な処理ができ、自らの役割に応じ
て教員の事務について指導性を発揮できる。

保護者、地域、接続校、関係機関との連
携・協働のネットワークを確立できる。

自己啓発・人材育成
研修や自己啓発により、教員と
しての資質を高めることの重要
性を理解できる。

自己の役割を自覚し、教育活動に関
わるとともに、研修等を通して教育
に関する基礎・基本を身に付けるた
めに学び続けることができる。

自己の役割を自覚し、主体的に教育
活動や、校内研修等の運営に関わる
ことができる。

自己の役割を自覚し、校内研修等で自己の経験や学
びを生かして指導性を発揮することができる。

自己の役割を自覚し、教育課程の機能化
に向けて、自らも学び続けようとする姿
を示しながら、教職員に指導・助言がで
きる。

ボランティア活動等を通じて、
保護者や地域等を含めた他者と
の協力や関わりの重要性を理解
できる。

保護者や地域と積極的に関わり、連
携・協働を通じて課題解決に向けて
対応することができる。

保護者、地域、接続校、関係機関と
積極的に関わり、課題解決に向けて
連携・協働した対応を主体的に行う
ことができる。

保護者、地域、接続校、関係機関と経験を生かして
積極的に関わり、課題解決に向けて連携・協働した
対応を主体的に行うことができる。

適切な授業評価と授業改善を組織的に実践するため
に指導性を発揮することができる。

児童生徒を取り巻く環境や発達の状況を多面的に理
解し、学校全体での支援を主導することができる。

ステージ
職

キーワード
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県立学校長指標（改訂版）

教育公務員に求められる基礎的
な能力(法令遵守)

不祥事防止に係る管理的意識を高め、自らも常に法令を遵守
し、教職員の模範となるとともに、法令遵守の大切さを学校
の実態に応じたデータを活用し、教職員全体に指導できる。

教育公務員に求められる基礎的
な能力(事務処理)

教職員の能力やキャリアに応じて事務等を分担し、円滑な学
校事務体制を築くことができる。

教育公務員の使命と責任(使命感
と熱意)

教育公務員としての崇高な使命について、模範的な姿勢を示
し、教職員を指導することができる。

コミュニケーション
豊かな人間性をもち、教職員との十分なコミュニケーション
を取り、適切な指導・助言を行い、教職員の勤務意欲を高め
ることができる。

関係機関との連携
保護者、地域、接続校、関係機関との連携・協働体制を構築
し、学校組織や教職員集団としての力を最大化することがで
きる。

危機管理
事件・事故、防災等に対する危機管理マニュアルを作成、周
知し、様々な場面に対応できる危機管理体制を整えることが
できる。

自他の人権を尊重する意識・意
欲・態度

人権問題を自分自身の課題としてとらえ、人権や人権擁護に
関する知識を主体的に学び、その内容と意義についての理解
と認識を十分に深めるとともに、人権がもつ価値や重要性を
共感的に受けとめるような感性や感覚に基づき、教職員全体
を指導することができる。

学校経営方針
学校の強みや弱みを分析し、具体的な学校経営の目標と方針
を明示して教職員へ周知徹底するとともに、教職員の意欲を
高め、カリキュラム・マネジメントを推進できる。

リーダーシップ
副校長、教頭、主幹教諭等それぞれの役割を明確にし、良さ
や可能性を伸ばす姿勢で適切な指導・育成を行い、校長とし
てのリーダーシップを発揮できる。

学校運営
職能に応じた職員配置を行い、学校の各種活動を効果的・効
率的に進め、教育委員会、保護者、地域、関係機関等と連携
して、重点目標の達成に努めることができる。

運営環境の整備
特色ある学校づくりや開かれた学校づくりに向け、計画的・
効果的な教育活動の推進やICTの活用による校務処理の効率
化を通して、教育活動の質の向上を図ることができる。

教育活動の展開と検証
限られた時間や資源を効率的に活用し、教育指導計画を整備
し、全ての教職員が一体となって教育活動を展開し、その成
果についてデータに基づいた検証ができる。

教職員の資質・能力向上

年間指導計画の下、教職員が資質・能力の向上に向けた研鑽
を積み、常に学び続けようとする姿勢を育むため、研修履歴
記録を活用した対話による研修の受講奨励を適切に行うこと
ができる。

校務運営組織の整備
校務分掌、各種委員会等の校務運営組織を整備し、ミドル
リーダー等の育成を通して、分掌間の協力体制を整えること
ができる。

魅力ある学校づくり
子供、保護者、地域の願いを実現する学校づくりに努めると
ともに、外部関係機関との連携を図って、人権が尊重された
信頼される学校づくりを推進することができる。

児童生徒の理解
いじめ等の事案や特別な配慮や支援を必要とする児童生徒へ
の対応に関して、常に正確な情報収集に努め、組織的に、迅
速かつ適切に対応することができる。

環境整備
施設・設備の管理を適切に行い、教育委員会等と連携して教
育活動が効率的かつ円滑に推進されるための校務等の環境を
整えることができる。

人事

教職員一人一人の個性・特徴やキャリアステージを的確に把
握し、面談等に基づいた適切な人事評価及び校内人事を行う
ことによって、教職員の資質向上と学校の活性化を図ること
ができる。

校内研修

学校の課題に即して、「主体的・対話的で深い学び」の実現
に向けた授業改善の推進を図ったり、教職員の危機管理と不
祥事防止に向けた意識を高めたりする校内研修を実施するこ
とができる。

服務管理

関係法令に基づき服務規律を確保するとともに、勤務時間、
職場環境の管理・把握に努め、メンタル不調やハラスメント
等の防止、多忙化解消に向けて、適切に対応することができ
る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　ステージ

　　　資質・能力

学校経営

学校管理

教職員の管理・指導

教職としての素養

校長

学校を円滑に経営するため、様々なデータ等を収集・分析
し、学校の教育活動を最大化して、自校の学校教育の充実と
本県学校教育を支える人材育成に資する。

資料４
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市町村（学校組合）立学校及び県立学校養護教諭育成指標（改訂版）
養成 基礎・向上 充実・深化 発展① 発展② 発展③

主幹教諭・指導教諭 副校長・教頭
志・基盤 基礎・基本 主体性・専門性 高度性・指導性 経営参画、指導・助言 校務運営、補佐・管理

教育公務員の使命と
責任
 （使命感と熱意）

教育公務員の崇高な使命を理解し、志
を立てることができる。

教育公務員としての自覚をもち、組織の一
員として円滑なコミュニケーションを取り
ながら行動し、良好な人間関係を構築でき
る。

豊かな人間性をもち、教育公務員としての
自覚を深め、自らの専門性を磨き、養護教
諭の立場から組織の推進役として行動でき
る。

教育公務員のモデルとしての自覚を深め、
経験豊富な養護教諭としての立場から、同
僚への具体的な指導・助言ができる。

学校組織の理解と参画
学校組織や校務分掌とともに、養護教
諭の役割と職務内容を理解できる。

学校の教育目標・重点目標を理解し、その
具現化に向け、保健室経営計画を作成し、
実践することができる。

学校組織マネジメントの意義を理解し、学
校教育目標の達成における保健室経営及び
学校組織の在り方について考えをもち、養
護教諭の立場から主体的に組織運営に参画
することができる。

学校運営の持続的な改善に向け、養護教諭
の立場からビジョンの策定やプラン構築及
びその具現化を主導することができる。

自己啓発・人材育成
研修や自己啓発により、養護教諭とし
ての資質を高めることの重要性を理解
できる。

自己の役割を自覚し、教育活動に関わると
ともに、研修等を通して保健管理・保健教
育に関する基礎・基本を身に付けるために
学び続けることができる。

自己の役割を自覚し、校内研修等を計画・
実施し、課題を共有しながら解決を図るこ
とができる。

自己の役割を自覚し、学校全体の課題に応
じた校内研修等を計画・実施し、指導性を
発揮しながら組織的に解決を図ることがで
きる。

保護者・地域との
連携・協働

ボランティア活動等を通じて、保護者
や地域等を含めた他者との協力や関わ
りの重要性を理解できる。

保護者や地域と積極的に関わり、連携・協
働を通じて児童生徒の健康課題等の解決に
向けて対応することができる。

保護者、地域、接続校、関係機関と積極的
に関わり、児童生徒の健康課題解決に向け
て、連携・協働した対応を主体的に行うこ
とができる。

保護者、地域、接続校、関係機関と経験を
生かして積極的に関わり、健康課題等の解
決に向けて連携・協働した対応を主導する
ことができる。

危機管理
危機管理についての知識や重要性及び
危機を察知した際の行動の大切さを理
解できる。

事故や災害等に普段から備え、安全に配慮
した環境等の整備と、危機を察知した際の
迅速な報告・連絡・相談ができる。

危機を予測した未然防止の取組と、危機の
早期発見・早期対応を組織的に行うことが
できる。

児童生徒や教職員の生命・心身の安全のた
めに、学校全体を見通し、状況や傾向か
ら、組織的で具体的な対応を主導し、助言
ができる。

自他の人権を尊重する
意識・意欲・態度

人権問題を自分自身の課題としてとら
え、人権尊重の精神に基づき、人権に
配慮した行動をとることの重要性を理
解できる。

人権問題を自分自身の課題としてとらえ、
人権や人権擁護に関する基本的な知識を学
び、その内容と意義についての理解と認識
を深めるとともに、人権がもつ価値や重要
性を共感的に受けとめるような感性や感覚
を身に付け、それに基づく教育活動を行う
ことができる。

人権問題を自分自身の課題としてとらえ、
人権や人権擁護に関する知識を主体的に学
び、その内容と意義についての理解と認識
を十分に深めるとともに、人権がもつ価値
や重要性を共感的に受けとめるような感性
や感覚を高め、それに基づく教育活動を積
極的に行うことができる。

人権問題を自分自身の課題としてとらえ、
人権や人権擁護に関する知識を主体的に学
び、その内容と意義についての理解と認識
を十分に深めるとともに、人権がもつ価値
や重要性を共感的に受けとめるような感性
や感覚を高め、それに基づく自らの実践を
展開し、同僚性を発揮することができる。

保健管理
健康観察、健康診断、救急処置及び疾
病の予防・管理等に関する基礎的、基
本的な内容を理解できる。

健康観察、健康診断、救急処置及び疾病の
予防・管理等を適切に実施できる。

健康観察、健康診断、救急処置、疾病の予
防・管理等について、学校全体で取り組む
ための組織体制を整えることができる。

関係者と連携した組織的な保健管理の充実
を図るとともに、指導的役割を果たすこと
ができる。

保健教育
学校保健安全法、学習指導要領の理念
と内容を理解し、保健教育のイメージ
をもつことができる。

保健教育における養護教諭の役割を理解す
るとともに、各教科等の特性を踏まえ、個
に応じた指導や集団指導を実施することが
できる。

養護教諭の専門性を生かすとともに、学習
指導要領や児童生徒の健康課題に基づき、
学習者中心の保健教育を展開することがで
きる。

保健教育の全体計画の立案に積極的に参画
し、実践、評価、改善を図るとともに、指
導体制を整えて保健教育を推進することが
できる。

健康相談・保健指導

学校保健安全法による健康相談・保健
指導の位置付け及び発達段階における
健康課題とその対応について理解でき
る。

健康相談・保健指導の基本的プロセスを理
解し、児童生徒の心身の健康課題や現代的
な健康課題との関連を踏まえた健康相談・
保健指導及び必要な支援を実施することが
できる。

児童生徒の心身の健康課題を的確に捉える
とともに、関係者が連携・協働する組織体
制づくりを行い、健康相談・保健指導及び
効果的な支援を展開することができる。

児童生徒の心身の健康課題の解決に向け、
関係者等との連携・協働におけるコーディ
ネーターの役割と、校内における指導的役
割を果たすことができる。

保健組織活動
保健組織活動や学校保健に関する学校
内外の協力体制の重要性を理解でき
る。

保健組織活動の意義を理解し、関係者等と
連携して、児童生徒の健康づくりに取り組
むことができる。

保健組織活動の企画・運営に参画し、関係
者等と連携して児童生徒の健康づくりを進
めることができる。

保健組織活動の活性化を図り、児童生徒の
健康づくりを効果的に推進することができ
る。

生徒
指導

児童生徒理解
指導・支援

児童生徒指導の意義・重要性を理解で
きる。

児童生徒を取り巻く環境や発達の状況を理
解し、個々の悩みや思いを共感的に受け止
めながら、信頼関係を構築し、児童生徒一
人一人に向き合うことができる。

児童生徒を取り巻く環境や発達の状況を理
解し、良さや可能性を伸ばす姿勢で、児童
生徒一人一人に応じた対応を組織的・主体
的に行うことができる。

児童生徒一人一人を多面的に理解し、自分
らしい生き方の指導を行うとともに、学
校・家庭・地域での支援をコーディネート
し、主導することができる。

特別な配慮を必要とする児童生徒の特
性や支援の意義を理解できる。

個別の指導計画等に基づき、児童生徒の特
性や実情を踏まえた個に応じた学習上・生
活上の指導及び支援ができる。

組織的な連携のもと、個別の指導計画等の
改善・充実を図りつつ、個に応じた適切な
指導及び必要な支援の工夫ができる。

主体的に関係機関等との連携や校内での連
絡調整を図るなど、学校全体での指導及び
支援を主導することができる。

保健管理や保健教育及び校務へのICT活
用に必要な操作方法及び情報活用能力
（情報モラルを含む）育成の意義や効
果を理解できる。

ICT活用や健康情報データの活用に関する基
礎的・基本的な技術を身に付け、保健管理
や保健教育及び校務に生かすとともに、児
童生徒の情報活用能力を育成できる。

健康課題の解決に向け、保健管理・保健教
育・保健組織活動の取組において、主体的
にICTを活用するとともに、児童生徒の情報
活用能力を計画的に育成できる。

これまでに身に付けたICT活用指導能力に基
づき、保健管理・保健教育の実践や情報活
用能力育成について指導・助言ができる。

　

　   資質・能力

養護教諭

養護教諭として、職務に対する志を高
め、求められる資質・能力の基盤を形
成する。

若年養護教諭として、職務に関する基礎
的・基本的な資質・能力を形成する。

中堅養護教諭として、主体的に組織運営に
関わるとともに、職務に関する専門性を高
める。

エキスパート養護教諭として、組織運営を
主導するとともに、職務に関する専門的で
高度な実践を展開し、指導性を発揮する。

教職の意義や法令遵守の重要性を理解
できる。

教育、学校及び教職の意義や社会的役割・服務に係る理解を深め、法令を遵守し、責任をもって自らの職責を果たすことができる。

教育公務員に求められ
る基礎的な能力
  （事務処理）

学校事務の内容について理解できる。 学校事務の正確・丁寧な処理ができる。
学校事務の正確・丁寧で効率的な処理がで
きる。

学校事務の全般的な処理ができ、他の養護
教諭への指導・助言ができる。

学
校
保
健
の
推
進

特別な配慮や支援を
必要とする子供への対応

ICTや情報・
教育データの利活用

教
職
と
し
て
の
素
養

教育公務員に求められ
る基礎的な能力
   （法令遵守）

養
護
教
諭
の
発
展
③
（
副
校
長
・
教
頭
）
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
（
学
校
組
合
）
立
学
校
教
員
育
成
指
標
又
は
県
立
学
校
教
員
育
成
指
標
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。

ステージ
職

キーワード

養
護
教
諭
の
発
展
②
（
主
幹
教
諭
・
指
導
教
諭
）
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
（
学
校
組
合
）
立
学
校
教
員
育
成
指
標
又
は
県
立
学
校
教
員
育
成
指
標
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。
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市町村（学校組合）立学校及び県立学校栄養教諭育成指標（改訂版）
養成 基礎・向上 充実・深化 発展② 発展③

主幹教諭・指導教諭 副校長・教頭

志・基盤 基礎・基本 主体性・専門性 経営参画、指導・助言 校務運営、補佐・管理

教育公務員に求めら
れる基礎的な能力
　　(法令遵守)

教職の意義や法令遵守の重要性を
理解できる。

教育公務員に求めら
れる基礎的な能力
　　(事務処理)

学校事務の内容について理解でき
る。

学校事務の正確・丁寧な処理ができる。
学校事務の正確・丁寧で効率的な処理ができ
る。

教育公務員の使命と
責任
　(使命感と熱意)

教育公務員の崇高な使命を理解
し、志を立てることができる。

教育公務員としての自覚をもち、組織の一
員として円滑なコミュニケーションを取り
ながら行動し、良好な人間関係を構築する
ことができる。

豊かな人間性をもち、教育公務員としての自
覚を深め、栄養教諭の立場から組織の推進役
としての行動ができる。

学校組織の理解と参
画

学校組織や校務分掌とともに、栄
養教諭の役割と職務内容を理解で
きる。

学校の教育目標・重点目標を理解し、その
具現化に向け、栄養教諭として、指導計画
等に基づき、実践することができる。

学校組織マネジメントの意義を理解し、栄養
教諭の立場から組織運営に主体的に参画する
ことができる。

自己啓発・人材育成
研修や自己啓発により、栄養教諭
としての資質を高めることの重要
性を理解できる。

自己の役割を自覚し、教育活動に関わると
ともに、研修等を通して食に関する指導及
び給食管理に関する基礎・基本を身に付け
るために学び続けることができる。

自己の役割を自覚し、校内研修等を計画・実
施し、課題を共有しながら主体的に解決を図
ることができる。

保護者・地域との
連携・協働

ボランティア活動等を通じて、保
護者や地域等を含めた他者との協
力や関わりの重要性を理解でき
る。

保護者や地域と積極的に関わり、連携・協
働を通じて児童生徒の食生活の状況や基本
的な生活習慣の課題等の解決に向けて対応
することができる。

保護者、地域、接続校、関係機関と積極的に
関わり、児童生徒の食生活の状況や基本的な
生活習慣の課題等の解決に向けて、連携・協
働した対応を主体的に行うことができる。

危機管理
危機管理についての知識や重要性
及び危機を察知した際の組織的な
行動の大切さを理解できる。

事故や災害等に普段から備え、安全に配慮
した教室環境等の整備と、危機を察知した
際の迅速な対応ができる。

危機を予測し、未然に防止する取組と、危機
の早期発見、早期対応を組織的に行うことが
できる。

連携・協力
関係職員等と連携しながら食育を
推進することについて理解でき
る。

食育推進組織に継続的に関わることができ
る。

校内及び校外の関係者等と連携・協力し、食
育推進組織を活用した食育を主体的に推進す
ることができる。

教育指導
食に関する指導の授業のイメージ
をもつことができる。

学校給食や各教科等の特性を踏まえた食に
関する指導ができる。

学校給食や各教科等の特性を踏まえ、栄養教
諭の専門性を生かした授業を構想し、指導が
できる。

個別的な相談指導
栄養教諭が行う個別的な相談指導
について理解できる。

個別的な相談指導の内容に関する基礎的知
識を習得し、指導ができる。

個別的な相談指導の内容に関する専門性を高
め、学級担任、家庭等と協力して指導ができ
る。

栄養管理
成長期の栄養管理の方法について
理解できる。

年間献立計画と年間指導計画を関連付ける
ことができる。

児童生徒等の栄養摂取量等の実態を把握し、
現状について評価し改善を図ることができ
る。

衛生管理
学校給食における食中毒や感染症
について理解できる。

学校給食衛生管理基準について理解し、的
確な作業工程表や作業動線図を作成するこ
とができる。

学校給食衛生管理基準に基づき、担当する施
設の衛生管理について評価し改善を図ること
ができる。

児童生徒理解
指導・支援

児童生徒指導の意義・重要性を理
解できる。

食に関する児童生徒を取り巻く環境や実態
を理解し、他の教職員と情報を共有するこ
とができる。また、個々の悩みや思いを共
感的に受け止めるとともに児童生徒一人一
人に向き合うことができる。

食に関する児童生徒を取り巻く環境や実態を
理解し、教職員相互の理解を促進することが
できる。また、良さや可能性を伸ばす姿勢で
支援し、児童生徒一人一人に応じた適切な対
応や指導ができる。

特別な配慮を必要とする児童生徒
の特性や支援の意義を理解でき
る。

個別の指導計画等に基づき、児童生徒の特
性や実情を踏まえた個に応じた学習上・生
活上の指導及び支援ができる。

組織的な連携のもと、個別の指導計画等の改
善・充実を図りつつ、個に応じた適切な指導
及び必要な支援の工夫ができる。

食に関する指導や給食管理及び校
務へのICT活用に必要な操作方法
及び情報活用能力（情報モラルを
含む）育成の意義や効果を理解で
きる。

ICT活用や教育データ活用に関する基礎
的・基本的な技術を身に付け、食に関する
指導や給食管理及び校務に生かすすととも
に、児童生徒の情報活用能力を育成でき
る。

主体的にICTを活用し、食に関する指導や給
食管理においてデータを整理・分析したりで
きるとともに、児童生徒の情報活用能力を育
成できる。

生徒
指導

食に関する児童生徒を取り巻く環境や実態
を踏まえた、学校全体の組織的な取組を促
進することができる。また、児童生徒一人
一人の様々な状況に応じた適切な対応につ
いて指導性を発揮することができる。

特別な配慮や支援を
必要とする子供への対応

主体的に関係機関等との連携や校内での連
絡調整を図るなど、学校全体での指導及び
支援を主導することができる。

栄養教諭として、職務に対する志
を高め、求められる資質・能力の
基盤を形成する。

若年栄養教諭として、職務に関する基礎
的・基本的な資質・能力を形成する。

中堅栄養教諭として、主体的に組織運営に関
わるとともに、職務に関する専門性を高め
る。

エキスパート栄養教諭として、組織運営を主導
するとともに、職務に関する専門的で高度な実
践を展開し、指導性を発揮する。

学校に
おける
食育の
推進

学校教育活動全体を視野に入れ、指導体制
を整えて効果的に食育を推進するととも
に、食育推進組織の計画、実践、評価、改
善を図ることができる。

学校給食や各教科等の特性を踏まえ、栄養
教諭の専門性を生かした授業を構想し、指
導性を発揮することができる。

個別的な相談指導の内容に関する専門性を
高め、学級担任、家庭等と協力して指導性
を発揮することができる。

　

　　資質・能力

発展①

栄養教諭

高度性・指導性

人権問題を自分自身の課題として
とらえ、人権尊重の精神に基づ
き、人権に配慮した行動をとるこ
との重要性を理解できる。

人権問題を自分自身の課題としてとらえ、
人権や人権擁護に関する知識を主体的に学
び、その内容と意義についての理解と認識
を十分に深めるとともに、人権がもつ価値
や重要性を共感的に受けとめるような感性
や感覚を高め、それに基づく自らの実践を
展開し、同僚性を発揮することができる。

ICTや情報・
教育データの利活用

これまでに身に付けたICT活用指導能力に基
づき、食に関する指導や給食管理について
指導・助言ができる。

教
職
と
し
て
の
素
養

教育、学校及び教職の意義や社会的役割・服務に係る理解を深め、法令を遵守し、責任をもって自らの職責を果たすことができる。

学校事務の全般的な処理ができ、他の栄養
教諭に指導・助言ができる。

教育公務員のモデルとしての自覚を深め、
経験豊富な栄養教諭としての立場から同僚
へ具体的な助言ができる。

学校運営の持続的な改善に向け、栄養教諭
の立場からビジョンの策定やプランの構築
及びその具現化を主導することができる。

自己の役割を自覚し、学校全体の課題に応
じた校内研修等を計画・実施し、指導性を
発揮し組織的に解決を図ることができる。

保護者、地域、接続校、関係機関と経験を
生かして積極的に関わり、児童生徒の食生
活の状況や基本的な生活習慣の課題等の解
決に向けて、連携・協働した対応を主導す
ることができる。

児童生徒や教職員の生命・心身の安全のた
めに、学校全体を見通し、組織的で具体的
な対応を主導し、助言ができる。

人権問題を自分自身の課題としてとらえ、
人権や人権擁護に関する基本的な知識を学
び、その内容と意義についての理解と認識
を深めるとともに、人権がもつ価値や重要
性を共感的に受けとめるような感性や感覚
を身に付け、それに基づく教育活動を行う
ことができる。

人権問題を自分自身の課題としてとらえ、人
権や人権擁護に関する知識を主体的に学び、
その内容と意義についての理解と認識を十分
に深めるとともに、人権がもつ価値や重要性
を共感的に受けとめるような感性や感覚を高
め、それに基づく教育活動を積極的に行うこ
とができる。

学校給食衛生管理基準に基づいた衛生管理
について、他の栄養教諭等に指導・助言が
できる。

自他の人権を尊重す
る意識・意欲・態度

献立作成や栄養量等の現状把握について、
他の栄養教諭に指導・助言ができる。

ステージ
職

キーワード

栄
養
教
諭
の
発
展
②
（
主
幹
教
諭
・
指
導
教
諭
）
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
（
学
校
組
合
）
立
学
校
教
員
育
成
指
標
又
は
県
立
学
校
教
員
育
成
指
標
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。

栄
養
教
諭
の
発
展
③
（
副
校
長
・
教
頭
）
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
（
学
校
組
合
）
立
学
校
教
員
育
成
指
標
又
は
県
立
学
校
教
員
育
成
指
標
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 …

課
題
研
修

特
別
研
修

専
門
研
修

職務に応じた研修等

校内研修 / 自主研修 校内研修（主題研修等）　/  自主研修（教科等研究協議会、各種研究サークル等）

福　岡　県　教　員　研　修　体　系

基
本
研
修

福
岡
県
が
実
施
す
る
研
修

国
が
実
施
す
る

研
修

市町村（学校組合）
が実施する研修

＜１年目＞

〇授業研修

研究授業

授業参観

〇講義・演習

教科等学習指導

人権教育

生徒指導

学級経営

特別支援教育

ｽﾄﾚｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

今日的課題

（道徳・情報教育

等）

服務・不祥事防止

＜２年目＞

〇授業研修

研究授業

授業参観

〇講義・演習

教科等学習指導

人権教育

生徒指導

学級経営

今日的課題

（道徳・情報教育

等）

等

＜３年目＞

〇授業研修

研究授業

授業参観

〇講義・演習

教科等学習指導

人権教育

生徒指導

組織参画

今日的課題

（道徳・情報教育等）

等

若年教員研修 中堅教諭等資質向上研修 エキスパート研修

長期派遣研修（教育センター、附属学校、体育研究所、教職大学院、民間企業等）

専門研修（県教育センター、体育研究所等におけるキャリアアップ講座）

○臨時的任用教員研修会 ○不登校・いじめ対応実践研修会 〇人権教育担当者研修会 ○特別支援学級等教育課程実践交流会 ○IC活用指導力に応じた教

大学における公開講座

（基礎・向上を内容とした講座）
大学における公開講座

（充実・深化を内容とした講座）

教職員等中央研修

（校長、副校長・教頭、中堅教員及び事務職員等講座）

喫緊の教育課題に対応する指導者養成研修

（組織マネジメント、生徒指導・教育相談、体力向上等の諸課題に対応する講座）

〇生徒指導担当者研修会 ○教務主任研修 〇教頭研修会 〇校長研修会

大学における公開講座

（発展①・②を内容とした講座）

〇授業研修

研究授業・授業参観

〇課題別選択研修

学習指導・校内研究推進

学年経営・学級経営

生徒指導・カウンセリング

道徳教育・特別活動

〇講義・演習

教科等学習指導

人権教育

生徒指導

ミドルリーダー論

学校運営参画

特別支援教育

ストレスマネジメント

今日的課題

※ このほか、「職務内容に応じた基本研修」として、以下の研修を実施。

○新任校（園）長研修

○新任副校長・教頭研修

○新任主幹教諭・指導教諭研修

○新任教務主任研修

○新任生徒指導主事研修

○新任進路指導主事研修

〇講義・演習

学校の危機管理

人材育成

チーム学校

カリキュラム・マネジメント

等
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市町村（学校組合）立学校教員育成指標（現行）

養成 基礎・向上 充実・深化 発展② 発展③

主幹教諭・指導教諭 副校長・教頭

志・基盤 基礎・基本 主体性・専門性 経営参画、指導・助言 校務運営、補佐・管理

（後期）

法令遵守
法令を遵守することの重要性を理解でき
る。

不祥事防止に係る指導的意識を高め、法
令遵守の精神を教職員に指導できる。

不祥事防止に係る管理的意識を高め、法
令遵守の精神を教職員に指導し、適切に
教職員を管理できる。

事務処理 学校事務の内容について理解できる。 学級事務の正確・丁寧な処理ができる。
学級・学年事務の正確・丁寧で効率的な
処理ができる。

学校事務の処理ができ、自らの役割に応
じて教職員の事務について点検し、円滑
な組織運営ができる。

経営の重点を踏まえて、教職員の能力に
応じて事務等を分担し、教職員の事務に
ついて指導・助言ができる。

授業構想
学習指導要領の理念と内容を理解すると
ともに、授業のイメージをもつことがで
きる。

学習指導要領の理念と内容に基づき、教
科書の内容に応じた指導計画を立案でき
る。

学習指導要領の理念と内容及び自校の教
育課程の編成方針に基づいた指導計画を
立案できる。

学習指導要領の理念と内容及び自校の教
育課程の編成方針に基づいた指導計画を
立案し、教職員に指導・助言ができる。

「社会に開かれた教育課程」の理念の
下、自校や地域の特色に応じた教育課程
を編成できる。

授業展開
授業展開の基盤となる教育技術を理解で
きる。

基礎的・基本的な指導技術を身に付けた
授業展開ができる。

児童生徒の実態に応じて柔軟に授業展開
ができる。

児童生徒の実態に応じた授業展開を組織
的に実践するための指導・助言ができ
る。

重点目標を具現化するために、カリキュ
ラム・マネジメント及び授業展開への指
導・助言ができる。

授業評価と改善
学習評価の意義と方法について理解でき
る。

児童生徒一人一人の学習状況を把握し、
適切な指導ができる。

適切な授業評価に基づく授業改善を主体
的に行うことができる。

適切な授業評価と授業改善を組織的・計
画的に実践するためのカリキュラム・マ
ネジメントができる。

授業改善の取組の評価と指導計画の改善
を適切に行い、教育課程を管理すること
ができる。

児童生徒理解
児童生徒理解と指導の意義・重要性を理
解できる。

学級の児童生徒を取り巻く環境や発達の
状況を理解し、児童生徒一人一人を支援
することができる。

学年の児童生徒を取り巻く環境や発達の
状況を理解し、児童生徒一人一人を主体
的に支援することができる。

児童生徒を取り巻く環境や発達の状況を
多面的に理解し、理解の方法や内容につ
いて教職員に指導・助言ができる。

児童生徒を取り巻く環境や、社会的背
景、発達の状況等を踏まえた児童生徒理
解を促進できる。

指導・支援
個や集団に対する指導の基盤となる指導
技術を理解できる。

保護者や校内組織と連携して、個に応じ
た指導ができる。

関係機関等と連携した学年全体の指導が
できる。

関係機関等と連携した学校全体の指導に
ついて、具体的なコーディネートができ
る。

関係機関等と連携する体制の整備と連携
の推進ができる。

危機管理
危機管理の重要性及び危機を察知した際
の組織的な行動の大切さを理解できる。

安全に配慮した教室環境等の整備と、危
機を察知した際の迅速な対応ができる。

危機を予測した未然防止の取組と、危機
の早期発見、早期対応を組織的に行うこ
とができる。

学校全体の状況や傾向を把握し、危機管
理の観点から指導・助言ができる。

危機の未然防止のための学校環境の抜本
的改善及び危機管理体制を整えることが
できる。

自己の役割を自覚し、校務分掌組織の機
能化に向けて、教職員の管理及び指導・
助言を行うとともに、職能成長に向けた
マネジメントができる。エキスパート教員としての役割を自覚

し、校内研修で示範的な働きかけができ
る。

学校全体を見通し、組織的で具体的な対
応を主導し、助言することができる。

保護者、地域等
との連携

ボランティア活動等を通じて、保護者や
地域連携の重要性を理解できる。

保護者、地域と積極的に関わり、連携・
協働した対応ができる。

保護者、地域、接続校、関係機関と積極
的に関わり、連携・協働した対応を主体
的に行うことができる。

保護者、地域、接続校、関係機関と経験
を生かして関わり、連携・協働した対応
を主体的に行うことができる。

保護者、地域、接続校、関係機関との計
画的な関わりをコーディネートできる。

保護者、地域、接続校、関係機関との連
携・協働のネットワークの確立ができ
る。

自己啓発・人材
育成

研修や自己啓発により、教員としての資
質を高めることの重要性を理解できる。

自己の役割を自覚し、教育活動にかかわ
るとともに、研修を通して教育に関する
基礎・基本を身に付けることができる。

自己の役割を自覚し、主体的に教育活動
や、研修の運営にかかわることができ
る。

自己の役割を自覚し、校内研修で自己の
経験や学びを生かして指導することがで
きる。 自己の役割を自覚し、教育課程の機能化

に向けて、教職員に指導・助言を行うと
ともに、校内研修を企画することができ
る。

教
職
の
実
践

学習指
導と評
価の力

学習指導要領の理念と内容及び自校の教
育課程の編成方針に基づいた指導計画の
立案に、指導性を発揮することができ
る。

児童生徒の実態に応じた高度な実践を展
開することができる。

適切な授業評価と授業改善を組織的に実
践するために指導性を発揮することがで
きる。

生徒指
導と集
団づく
りの力

児童生徒を取り巻く環境や発達の状況を
多面的に理解し、学校全体での支援を主
導することができる。

関係機関等と連携した学校全体の指導に
ついて、指導性を発揮することができ
る。

連携・
協働力

学校組織の理解
と参画

保護者、地域、接続校、関係機関との信
頼関係をもとに、連携・協働した対応を
主導することができる。

学校組織や校務分掌とともに、学級担任
の役割と職務内容を理解できる。

学校の教育目標・重点目標、学級経営及
び教科経営の方針を理解し、実践でき
る。

組織運営や教科経営に主体的に参画する
ことができる。

組織運営や教科経営に専門性を発揮し、
参画することができる。

教育公務員のリーダーとしての自覚を深
め、教職員に指導・助言ができる。

教育公務員としての崇高な使命につい
て、全校的視座に立って指導・助言がで
きる。教育公務員のモデルとしての自覚を深

め、自らの高度な実践に基づき、同僚に
指導・助言できる。

校務運営についてのビジョンの策定及び
プランを構築し、学校の組織力向上に向
けて、校長を補佐することができる。

プランの構築と具現化を主導し、職員に
取組モデルを示すことができる。

連携、協働を大切にした組織運営や教科
経営を積極的に推進し、重点目標具現化
に向けて、学校運営に参画することがで
きる。

高度性・指導性

教員として、教育に対する志を高め、求
められる資質・能力の基盤を形成する。

若年教員として、教育に関する基礎的・
基本的な資質・能力を形成する。

中堅教員として、主体的に組織運営にか
かわるとともに、教育に関する専門性を
高める。

（前期）
ベテラン教員として、組織運営を活性化する
とともに、教育に関する経験や学びを生か
し、優れた実践を展開し、同僚性を発揮す
る。

主幹教諭・指導教諭として、教育や組織
運営に関する専門的な資質・能力を身に
付け、学校経営に参画するとともに、教
職員に指導・助言を行う。

副校長・教頭として、校務運営に関する
総合的な知見や資質・能力を発揮して、
校長を補佐するとともに、教職員を適切
に管理し、指導・助言を行う。

エキスパート教員として、磨かれた経験知をもとに、専門的で高度な実践を教育活動全般で展開し、指導性を発揮する。

教
職
と
し
て
の
素
養

教育公
務員に
求めら
れる基
礎的な
能力

不祥事防止に係る理解を深め、法令を遵守した教育活動を展開できる。

学校事務の全般的な処理ができ、自らの
役割に応じて教職員の事務について指導
性を発揮できる。

教育公
務員の
使命と
責任

使命感と熱意
教育公務員の崇高な使命を理解し、志を
立てることができる。

教育公務員としての自覚をもち、組織の
一員として行動できる。

教育公務員としての自覚を深め、自らの
専門性を磨き、分掌主任・学年主任等と
して同僚へ助言できる。

ベテランの教育公務員としての自覚を深
め、自らの専門性を生かし、同僚と協働
して学校運営にかかわることができる。

　

資質・能力

発展①

教諭

ステージ

職

キーワード
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市町村（学校組合）立学校長指標（現行）

法令遵守
不祥事防止に係る管理的意識を高め、自らも常に法令遵守を
意識し、教職員の模範となるとともに、法令遵守の大切さを
職員全体に指導できる。

事務処理
教職員の能力に応じて事務等を分担し、円滑な学校事務体制
を築くことができる。

教育公務員の使命と責任 使命感と熱意
教育公務員としての崇高な使命について、模範的な姿勢を示
し、教職員を指導することができる。

学校経営方針
具体的な学校経営の目標と方針を明示して教職員へ周知徹底
し、カリキュラムマ・ネジメントを推進できる。

リーダーシップ
校長としてのリーダーシップを発揮し、副校長、教頭、主幹
教諭等それぞれの役割を明確にし、適切な指導・育成ができ
る。

学校運営
重点目標の達成に向けて、学校の各種活動を効果的・効率的
に進めるため、教育委員会、保護者、地域、関係機関等との
緊密な連携に努めることができる。

教育活動の展開と検証
全ての教職員が一体となって教育活動を展開し、その成果に
ついて検証できるよう、教育指導計画を整えることができ
る。

危機管理
事件・事故、防災等に対する危機管理マニュアルを作成、周
知し、危機対応体制を整えることができる。

教職員の資質・能力向上
年間指導計画の下、教職員が資質・能力の向上に向けた研鑽
を積む環境を整え、適切に指導することができる。

校務運営組織の整備
校務分掌、各種委員会等の校務運営組織を整備し、分掌間の
協力体制を整えることができる。

魅力ある学校づくり
子供、保護者、地域の願いを実現する学校づくりに努めると
ともに、外部関係機関との連携を図って、人権が尊重された
信頼される学校づくりを推進することができる。

環境整備
施設・設備の管理を適切に行い、教育活動が効率的かつ円滑
に推進されるための校務等の環境を整えることができる。

人事
教職員一人一人の個性・特徴を的確に把握し、適切な人事評
価及び校内人事を行うことによって、教職員の資質向上と学
校の活性化を図ることができる。

コミュニケーション
教職員との十分なコミュニケーションにより、適切な指導・
助言を行い、教職員の勤務意欲を高めることができる。

校内研修
教職員の危機管理と不祥事防止に向けた意識を高め、そのた
めの校内研修を実施することができる。

服務管理
関連法令に基づき適切な服務管理を行うとともに、教職員の
勤務状況を把握し、職員の心身の健康状態やワークライフバ
ランスに配慮することができる。

校長

学校を円滑に経営するための資質・能力を高め、自校の学校
教育の充実と本県学校教育の推進に資する。

教
職
と
し
て
の
素
養

教育公務員に求められる
基礎的な能力

教
職
の
実
践

学校経営

学校管理運営

教職員の管理・指導

　　　　　　　　　　　　　　　　　ステージ

　　　資質・能力
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県立学校教員育成指標（現行）

養成 基礎・向上 充実・深化 発展② 発展③

主幹教諭・指導教諭 副校長・教頭

志・基盤 基礎・基本 主体性・専門性 経営参画、指導・助言 校務運営、補佐・管理

（後期）

法令遵守
法令を遵守することの重要性を理解でき
る。

不祥事防止に係る指導的意識を高め、法
令遵守の精神を教職員に指導できる。

不祥事防止に係る管理的意識を高め、法
令遵守の精神を教職員に指導し、適切に
教職員を管理できる。

事務処理 学校事務の内容について理解できる。 学級事務の正確・丁寧な処理ができる。
学級・学年事務の正確・丁寧で効率的な
処理ができる。

学校事務の処理ができ、自らの役割に応
じて教職員の事務について点検し、円滑
な組織運営ができる。

経営の重点を踏まえて、教職員の能力に
応じて事務等を分担し、教職員の事務に
ついて指導・助言ができる。

授業構想
学習指導要領の理念と内容を理解すると
ともに、授業のイメージをもつことがで
きる。

学習指導要領の理念と内容に基づき、教
科書の内容に応じた指導計画を立案でき
る。

学習指導要領の理念と内容及び自校の教
育課程の編成方針に基づいた指導計画を
立案できる。

学習指導要領の理念と内容及び自校の教
育課程の編成方針に基づいた指導計画を
立案し、教職員に指導・助言ができる。

「社会に開かれた教育課程」の理念の
下、自校や地域の特色に応じた教育課程
を編成できる。

授業展開
授業展開の基盤となる教育技術を理解で
きる。

基礎的・基本的な指導技術を身に付けた
授業展開ができる。

児童生徒の実態に応じて柔軟に授業展開
ができる。

児童生徒の実態に応じた授業展開を組織
的に実践するための指導・助言ができ
る。

重点目標を具現化するために、カリキュ
ラム・マネジメント及び授業展開への指
導・助言ができる。

授業評価と改善
学習評価の意義と方法について理解でき
る。

児童生徒一人一人の学習状況を把握し、
適切な指導ができる。

適切な授業評価に基づく授業改善を主体
的に行うことができる。

適切な授業評価と授業改善を組織的・計
画的に実践するためのカリキュラム・マ
ネジメントができる。

授業改善の取組の評価と指導計画の改善
を適切に行い、教育課程を管理すること
ができる。

児童生徒理解
児童生徒理解と指導の意義・重要性を理
解できる。

学級の児童生徒を取り巻く環境や発達の
状況を理解し、児童生徒一人一人を支援
することができる。

学年の児童生徒を取り巻く環境や発達の
状況を理解し、児童生徒一人一人を主体
的に支援することができる。

児童生徒を取り巻く環境や発達の状況を
多面的に理解し、理解の方法や内容につ
いて教職員に指導・助言ができる。

児童生徒を取り巻く環境や、社会的背
景、発達の状況等を踏まえた児童生徒理
解を促進できる。

指導・支援
個や集団に対する指導の基盤となる指導
技術を理解できる。

保護者や校内組織と連携して、個に応じ
た指導ができる。

関係機関等と連携した学年全体の指導が
できる。

関係機関等と連携した学校全体の指導に
ついて、具体的なコーディネートができ
る。

関係機関等と連携する体制の整備と連携
の推進ができる。

危機管理
危機管理の重要性及び危機を察知した際
の組織的な行動の大切さを理解できる。

安全に配慮した教室環境等の整備と、危
機を察知した際の迅速な対応ができる。

危機を予測した未然防止の取組と、危機
の早期発見、早期対応を組織的に行うこ
とができる。

学校全体の状況や傾向を把握し、危機管
理の観点から指導・助言ができる。

危機の未然防止のための学校環境の抜本
的改善及び危機管理体制を整備すること
ができる。

自己の役割を自覚し、校務分掌組織の機
能化に向けて、教職員の管理及び指導・
助言を行うとともに、職能成長に向けた
マネジメントができる。エキスパート教員としての役割を自覚

し、校内研修で示範的な働きかけができ
る。

学校全体を見通し、組織的で具体的な対
応を主導し、助言することができる。

保護者、地域等
との連携

ボランティア活動等を通じて、保護者や
地域連携の重要性を理解できる。

保護者、地域と積極的に関わり、連携・
協働した対応ができる。

保護者、地域、接続校、関係機関と積極
的に関わり、連携・協働した対応を主体
的に行うことができる。

保護者、地域、接続校、関係機関と経験
を生かして関わり、連携・協働した対応
を主体的に行うことができる。

保護者、地域、接続校、関係機関との計
画的な関わりをコーディネートできる。

保護者、地域、接続校、関係機関との連
携・協働のネットワークの確立ができ
る。

自己啓発・人材
育成

研修や自己啓発により、教員としての資
質を高めることの重要性を理解できる。

自己の役割を自覚し、教育活動にかかわ
るとともに、研修を通して教育に関する
基礎・基本を身に付けることができる。

自己の役割を自覚し、主体的に教育活動
や、研修の運営にかかわることができ
る。

自己の役割を自覚し、校内研修で自己の
経験や学びを生かして指導することがで
きる。 自己の役割を自覚し、教育課程の機能化

に向けて、教職員に指導・助言を行うと
ともに、校内研修を企画することができ
る。

教
職
の
実
践

学習指
導と評
価の力

学習指導要領の理念と内容及び自校の教
育課程の編成方針に基づいた指導計画の
立案に、指導性を発揮することができ
る。

児童生徒の実態に応じた高度な実践を展
開することができる。

適切な授業評価と授業改善を組織的に実
践するために指導性を発揮することがで
きる。

生徒指
導と集
団づく
りの力

児童生徒を取り巻く環境や発達の状況を
多面的に理解し、学校全体での支援を主
導することができる。

関係機関等と連携した学校全体の指導に
ついて、指導性を発揮することができ
る。

連携・
協働力

学校組織の理解
と参画

保護者、地域、接続校、関係機関との信
頼関係をもとに、連携・協働した対応を
主導することができる。

学校組織や校務分掌とともに、学級担任
の役割と職務内容を理解できる。

学校の教育目標・重点目標、学級経営及
び教科経営の方針を理解し、実践でき
る。

組織運営や教科経営に主体的に参画する
ことができる。

組織運営や教科経営に専門性を発揮し、
参画することができる。

教育公務員のリーダーとしての自覚を深
め、教職員に指導・助言ができる。

教育公務員としての崇高な使命につい
て、全校的視座に立って指導・助言がで
きる。教育公務員のモデルとしての自覚を深

め、自らの高度な実践に基づき、同僚に
指導・助言できる。

校務運営についてのビジョンの策定及び
プランを構築し、学校の組織力向上に向
けて、校長を補佐することができる。

プランの構築と具現化を主導し、職員に
取組モデルを示すことができる。

連携、協働を大切にした組織運営や教科
経営を積極的に推進し、重点目標具現化
に向けて、学校運営に参画することがで
きる。

高度性・指導性

教員として、教育に対する志を高め、求
められる資質・能力の基盤を形成する。

若年教員として、教育に関する基礎的・
基本的な資質・能力を形成する。

中堅教員として、主体的に組織運営にか
かわるとともに、教育に関する専門性を
高める。

（前期）
ベテラン教員として、組織運営を活性化する
とともに、教育に関する経験や学びを生か
し、優れた実践を展開し、同僚性を発揮す
る。

主幹教諭・指導教諭として、教育や組織
運営に関する専門的な資質・能力を身に
付け、学校経営に参画するとともに、教
職員に指導・助言を行う。

副校長・教頭として、校務運営に関する
総合的な知見や資質・能力を発揮して、
校長を補佐するとともに、教職員を適切
に管理し、指導・助言を行う。

エキスパート教員として、磨かれた経験知をもとに、専門的で高度な実践を教育活動全般で展開し、指導性を発揮する。

教
職
と
し
て
の
素
養

教育公
務員に
求めら
れる基
礎的な
能力

不祥事防止に係る理解を深め、法令を遵守した教育活動を展開できる。

学校事務の全般的な処理ができ、自らの
役割に応じて教職員の事務について指導
性を発揮できる。

教育公
務員の
使命と
責任

使命感と熱意
教育公務員の崇高な使命を理解し、志を
立てることができる。

教育公務員としての自覚をもち、組織の
一員として行動できる。

教育公務員としての自覚を深め、自らの
専門性を磨き、分掌主任・学年主任等と
して同僚へ助言できる。

ベテランの教育公務員としての自覚を深
め、自らの専門性を生かし、同僚と協働
して学校運営にかかわることができる。

　

資質・能力

発展①

教諭

ステージ

職

キーワード
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県立学校長指標（現行）

法令遵守
不祥事防止に係る管理的意識を高め、自らも常に法令遵守を
意識し、教職員の模範となるとともに、法令遵守の大切さを
職員全体に指導できる。

事務処理
教職員の能力に応じて事務等を分担し、円滑な学校事務体制
を築くことができる。

教育公務員の使命と責任 使命感と熱意
教育公務員としての崇高な使命について、模範的な姿勢を示
し、教職員を指導することができる。

学校経営方針
具体的な学校経営の目標と方針を明示して教職員へ周知徹底
し、カリキュラム・マネジメントを推進できる。

リーダーシップ
校長としてのリーダーシップを発揮し、副校長、教頭、主幹
教諭等それぞれの役割を明確にし、適切な指導・育成ができ
る。

学校運営
重点目標の達成に向けて、学校の各種活動を効果的・効率的
に進めるため、教育委員会、保護者、地域、関係機関等との
緊密な連携に努めることができる。

教育活動の展開と検証
全ての教職員が一体となって教育活動を展開し、その成果に
ついて検証できるよう、教育指導計画を整えることができ
る。

危機管理
事件・事故、防災等に対する危機管理マニュアルを作成、周
知し、危機対応体制を整えることができる。

教職員の資質・能力向上
年間指導計画の下、教職員が資質・能力の向上に向けた研鑽
を積む環境を整え、適切に指導することができる。

校務運営組織の整備
校務分掌、各種委員会等の校務運営組織を整備し、分掌間の
協力体制を整えることができる。

魅力ある学校づくり

「社会に開かれた教育課程」の理念を踏まえ、子供、保護
者、地域の願いを実現する学校づくりに努めるとともに、外
部関係機関との連携を図って、人権が尊重された信頼される
学校づくりを推進することができる。

環境整備
施設・設備の管理を適切に行い、教育活動が効率的かつ円滑
に推進されるための校務等の環境を整えることができる。

人事
教職員一人一人の個性・特徴を的確に把握し、適切な人事評
価及び校内人事を行うことによって、教職員の資質向上と学
校の活性化を図ることができる。

コミュニケーション
教職員との十分なコミュニケーションにより、適切な指導・
助言を行い、教職員の勤務意欲を高めることができる。

校内研修
教職員の危機管理と不祥事防止に向けた意識を高め、そのた
めの校内研修を実施することができる。

服務管理
関連法令に基づき適切な服務管理を行うとともに、教職員の
勤務状況を把握し、職員の心身の健康状態やワークライフバ
ランスに配慮することができる。

校長

学校を円滑に経営するための資質・能力を高め、自校の学校
教育の充実と本県学校教育の推進に資する。

教
職
と
し
て
の
素
養

教育公務員に求められる
基礎的な能力

教
職
の
実
践

学校経営

学校管理運営

教職員の管理・指導

　　　　　　　　　　　　　　　　　ステージ

　　　資質・能力
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市町村（学校組合）立学校及び県立学校養護教諭育成指標（現行）
養成 基礎・向上 充実・深化 発展① 発展② 発展③

主幹教諭・指導教諭 副校長・教頭

志・基盤 基礎・基本 主体性・専門性 高度性・指導性 経営参画、指導・助言 校務運営、補佐・管理

教育公
務員の
使命と
責任

使命感と熱意
教育公務員の崇高な使命を理解し、志を
立てることができる。

教育公務員としての自覚をもち、組織の
一員として行動できる。

教育公務員としての自覚を高め、養護教
諭の立場から組織の推進役としての行動
ができる。

教育公務員のモデルとしての自覚を深
め、経験豊富な養護教諭としての立場か
ら同僚へ具体的な助言をすることができ
る。

保健管理
健康観察、健康診断、救急処置及び疾病
の予防・管理等に関する基礎的、基本的
な内容を理解できる。

健康観察、健康診断、救急処置及び疾病
の予防・管理等を適切に実施できる。

健康観察、健康診断、救急処置、疾病の
予防・管理等について、学校全体で取り
組むための組織体制を整えることができ
る。

関係者と連携した組織的な保健管理の充
実を図るとともに、指導的役割を果たす
ことができる。

健康相談
学校保健安全法による健康相談の位置付
け及び発達段階における健康課題とその
対応について理解できる。

健康相談の基本的プロセスを理解し、児
童生徒の心身の健康課題や現代的な健康
課題との関連を踏まえた支援を実施でき
る。

児童生徒の心身の健康課題を的確に判断
し、早期発見・早期対応を行うととも
に、関係者と連携した支援を展開するこ
とができる。

児童生徒の心身の健康課題への対応にあ
たって、関係者等との連携におけるコー
ディネーターの役割を果たすとともに、
校内において指導的役割を果たすことが
できる。

保健教育
学校保健安全法、学習指導要領の理念と
内容を理解し、保健教育のイメージをも
つことができる。

保健教育における養護教諭の役割を理解
し、各教科等の特性を踏まえた保健教育
を実施することができる。

各教科等の特性を踏まえ、養護教諭の専
門性を生かした保健教育の充実を図るこ
とができる。

保健教育の指導体制の工夫改善に努め、
組織的に進めるとともに、養護教諭の専
門性を生かした効果的な保健教育を展開
することができる。

児童生徒理解
児童生徒指導の意義・重要性を理解でき
る。

児童生徒を取り巻く環境や発達の状況を
理解し、児童生徒一人一人に向き合うこ
とができる。

児童生徒を取り巻く環境や発達の状況を
理解し、児童生徒一人一人に応じた適切
な対応をすることができる。

児童生徒一人一人を取り巻く環境や発達
の状況を理解し、学校・家庭・地域で支
えることができるようコーディネートを
することができる。

保健組
織活動
の力

保健組織活動
保健組織活動や学校保健に関する学校内
外の協力体制の重要性を理解できる。

保健組織活動の意義を理解し、関係者等
と連携して、児童生徒の健康づくりに取
り組むことができる。

保健組織活動の企画・運営に参画し、関
係者等と連携して児童生徒の健康づくり
を進めることができる。

保健組織活動の活性化を図り、児童生徒
の健康づくりを効果的に推進することが
できる。

学校組織の理解
と参画

学校組織や校務分掌とともに、養護教諭
の役割と職務内容を理解できる。

学校の教育目標・重点目標を理解し、そ
の具現化に向け、保健室経営計画を作成
し、実践することができる。

学校教育目標の達成における保健室経営
及び学校組織の在り方について考えをも
ち、養護教諭の立場から主体的に学校運
営に参画することができる。

養護教諭の立場からビジョンの策定やプ
ラン構築を主導することができる。

自己啓発・人材
育成

研修や自己啓発により、養護教諭として
の資質を高めることの重要性を理解でき
る。

自己の役割を自覚し、教育活動にかかわ
るとともに、研修を通して保健管理・保
健教育に関する基礎・基本を身に付ける
ことができる。

自己の役割を自覚し、校内研修等を計
画・実施し、課題を共有しながら解決を
図ることができる。

自己の役割を自覚し、学校全体の課題に
応じた校内研修等を計画・実施し、指導
性を発揮し組織的に解決を図ることがで
きる。

危機管理
危機管理の重要性及び危機を察知した際
の行動の大切さを理解できる。

安全に配慮した環境等の整備と、危機を
察知した際の迅速な報告・連絡・相談が
できる。

危機を予測した未然防止の取組と、危機
の早期発見・早期対応を組織的に行うこ
とができる。

学校全体を見通し、状況や傾向から、組
織的で具体的な対応を主導することがで
きる。

保護者、地域等
との連携

ボランティア活動等を通じて、保護者や
地域連携の重要性を理解できる。

保護者、地域と積極的に関わり、児童生
徒の健康課題等について、共通理解を図
ることができる。

保護者、地域、接続校、関係機関と積極
的に関わり、児童生徒の健康課題解決に
向けて、連携・協働した取組を主体的に
推進することができる。

保護者、地域、接続校、関係機関と積極
的に関わり、児童生徒の健康課題解決に
向けて、連携・協働した効果的な取組を
主導することができる。

教
職
と
し
て
の
素
養

教育公
務員に
求めら
れる基
礎的な
能力

法令遵守
法令を遵守することの重要性を理解でき
る。

不祥事防止に係る理解を深め、法令を遵
守した教育活動及び保健管理を行うこと
ができる。

不祥事防止に係る理解を深め、根拠とな
る法令を理解し、法令を遵守した教育活
動及び保健管理を行うことができ、他の
養護教諭に指導・助言することができ
る。

事務処理

　

資質・能力

養護教諭

養護教諭として、職務に対する志を高
め、求められる資質・能力の基盤を形成
する。

若年養護教諭として、職務に関する基礎
的・基本的な資質・能力を形成する。

中堅養護教諭として、主体的に組織運営
にかかわるとともに、職務に関する専門
性を高める。

学校事務の正確・丁寧で効率的な処理が
できる。

学校事務の正確・丁寧で効率的な処理が
でき、他の養護教諭に指導・助言をする
ことができる。

不祥事防止に係る理解を深め、根拠とな
る法令を理解し、法令を遵守した教育活
動及び保健管理を行うことができる。

エキスパート養護教諭として、組織運営
を主導するとともに、職務に関する専門
的で高度な実践を展開し、指導性を発揮
する。

教
職
の
実
践

連携・
協働力

学校事務の内容について理解できる。 学校事務の正確・丁寧な処理ができる。

保健管
理の力

保健教
育と生
徒指導
の力

養
護
教
諭
の
発
展
③
（副
校
長
・
教
頭
）
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
（学
校
組
合
）
立
教
員
育
成
指
標
又
は
県
立
学
校
教
員
育
成
指
標
に
依
る
こ
と
と
す
る
。

ステージ

職

キーワード

養
護
教
諭
の
発
展
②
（主
幹
教
諭
・
指
導
教
諭
）
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
（学
校
組
合
）
立
教
員
育
成
指
標
又
は
県
立
学
校
教
員
育
成
指
標
に
依
る
こ
と
と
す
る
。
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市町村（学校組合）立学校及び県立学校栄養教諭育成指標（現行）

養成 基礎・向上 充実・深化 発展① 発展② 発展③

主幹教諭・指導教諭 副校長・教頭

志・基盤 基礎・基本 主体性・専門性 高度性・指導性 経営参画、指導・助言 校務運営、補佐・管理

栄養教諭として、職務に対する志を高
め、求められる資質・能力の基盤を形成
する。

若年栄養教諭として、職務に関する基礎
的・基本的な資質・能力を形成する。

中堅栄養教諭として、主体的に組織運営
にかかわるとともに、職務に関する専門
性を高める。

エキスパート栄養教諭として、組織運営
を主導するとともに、職務に関する専門
的で高度な実践を展開し、指導性を発揮
する。

教育公
務員の
使命と
責任

使命感と熱意
教育公務員の崇高な使命を理解し、志を
立てることができる。

教育公務員としての自覚をもち、組織の
一員として行動できる。

教育公務員としての自覚を高め、栄養教
諭の立場から組織の推進役としての行動
ができる。

教育公務員のモデルとしての自覚を深
め、経験の豊富な栄養教諭としての立場
から同僚へ具体的な助言をすることがで
きる。

連携・協力
学級担任等と連携しながら食に関する指
導を行うことについて理解できる。

食に関する指導の体制整備に主体的に関
わることができる。

校内及び校外の関係者等と連携・協力
し、食に関する指導推進体制を活用する
ことができる。

校内及び校外の関係者等と連携・協力
し、食に関する指導推進体制を効果的に
活用することができる。

教育指導
食に関する指導の授業のイメージをもつ
ことができる。

各教科等の特性を踏まえた食に関する指
導ができる。

各教科等の特性を踏まえ、栄養教諭の専
門性を生かした授業を構想し、指導がで
きる。

各教科等の特性を踏まえ、栄養教諭の専
門性を生かした授業を構想し、効果的な
指導ができる。

保護者、地域等
との連携

ボランティア活動等を通じて、保護者や
地域連携の重要性を理解できる。

保護者、地域と積極的に関わり、児童生
徒の食生活の状況や基本的な生活習慣の
課題等について共通理解を図ることがで
きる。

保護者、地域、接続校、関係機関と積極
的に関わり、児童生徒の食生活の状況や
基本的な生活習慣の課題解決に向けて、
連携・協働した取組を主体的に推進する
ことができる。

保護者、地域、接続校、関係機関と積極
的に関わり、児童生徒の食生活の状況や
基本的な生活習慣の課題解決に向けて、
連携・協働した効果的な取組を主導する
ことができる。

学校全体を見通し、状況や傾向から、組
織的で具体的な対応を主導することがで
きる。

連携・
協働力

学校組織の理解
と参画

学校組織や校務分掌とともに、栄養教諭
の役割と職務内容を理解できる。

学校教育目標・重点目標を理解し、その
具現化に向け、栄養教諭として、指導計
画等に基づき、実践することができる。

学校教育目標の達成における学校組織の
在り方について考えを持ち、栄養教諭の
立場から主体的に学校運営に参画するこ
とができる。

危機管理
危機管理の重要性及び危機を察知した際
の行動の大切さを理解できる。

安全に配慮した環境等の整備と、危機を
察知した際の迅速な連絡ができる。

危機を予測した未然防止の取組と、危機
の早期発見、早期対応を組織的に行うこ
とができる。

栄養教諭の立場からビジョンの策定やプ
ランの構築を主導することができる。

自己啓発・人材
育成

研修や自己啓発により、栄養教諭として
の業務について自覚し、協働して教育活
動を展開できる。

自己の役割を自覚し、教育活動にかかわ
るとともに、研修を通して食に関する指
導及び給食管理に関する基礎・基本を身
に付けることができる。

自己の役割を自覚し、校内研修等を計
画・実施し、課題を共有しながら主体的
に解決を図ることができる。

自己の役割を自覚し、学校全体の課題に
応じた校内研修等を計画・実施し、指導
性を発揮し組織的に解決を図ることがで
きる。

児童生徒等の栄養摂取量等の実態を把握
し、現状について評価し改善を図ること
ができる。

献立作成や栄養量等の現状把握につい
て、他の栄養教諭に指導・助言できる。

衛生管理
学校給食における食中毒や感染症につい
て理解できる。

学校給食衛生管理基準について理解し、
的確な作業工程表や作業動線図を作成す
ることができる。

学校給食衛生管理基準に基づき、担当す
る施設の衛生管理について評価し改善を
図ることができる。

学校給食衛生管理基準に基づいた衛生管
理について、他の栄養教諭に指導・助言
できる。

個別指導の内容に関する専門性を高め、
学級担任、家庭等と協力して効果的な指
導ができる。

児童生徒理解
児童生徒指導の意義・重要性を理解でき
る。

食に関する児童生徒を取り巻く環境や実
態を理解し、他の教職員と情報を共有す
ることができる。また、特別な配慮を要
する児童生徒等への適切な対応や指導が
できる。

食に関する児童生徒を取り巻く環境や実
態を理解し、教職員相互の理解を促進す
ることができる。また、特別な配慮を要
する児童生徒等に対し、様々な状況に応
じて適切な対応や指導ができる。

食に関する児童生徒を取り巻く環境や実
態を踏まえた、学校全体の組織的な取組
を促進することができる。また、特別な
配慮を要する児童生徒に対し、様々な状
況に応じて適切な対応や効果的な指導が
できる。

個別指導の内容に関する専門性を高め、
学級担任、家庭等と協力して指導ができ
る。

学校に
おける
食育を
推進す
る力 個別指導

栄養教諭が行う個別指導について理解で
きる。

個別指導の内容に関する基礎的知識を習
得し指導ができる。

給食管
理の力

栄養管理
成長期の栄養管理の方法について理解で
きる。

年間献立計画と年間指導計画を関連付け
ることができる。

　

資質・能力

栄養教諭

教
職
と
し
て
の
素
養

教育公
務員に
求めら
れる基
礎的な
能力

法令遵守
法令を遵守することの重要性を理解でき
る。

不祥事防止に係る理解を深め、法令を遵
守した教育活動及び給食管理を行うこと
ができる。

不祥事防止に係る理解を深め、根拠とな
る法令を理解し、法令を遵守した教育活
動及び給食管理を行うことができる。

不祥事防止に係る理解を深め、根拠とな
る法令を理解し、法令を遵守した教育活
動及び給食管理を行うことができ、他の
栄養教諭に指導・助言をすることができ
る。

事務処理 学校事務の内容について理解できる。 学校事務の正確・丁寧な処理ができる。
学校事務の正確・丁寧で効率的な処理が
できる。

学校事務の正確・丁寧で効率的な処理が
でき、他の栄養教諭に指導・助言をする
ことができる。

教
職
の
実
践

ステージ

職

キーワード

栄
養
教
諭
の
発
展
②
（主
幹
教
諭
・
指
導
教
諭
）
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
（学
校
組
合
）
立
教
員
育
成
指
標
又
は
県
立
学
校
教
員
育
成
指
標
に
依
る
こ
と
と
す
る
。

栄
養
教
諭
の
発
展
③
（副
校
長
・
教
頭
）
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
（学
校
組
合
）
立
教
員
育
成
指
標
又
は
県
立
学
校
教
員
育
成
指
標
に
依
る
こ
と
と
す
る
。

-10-


